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は じ め に

　阪神 ・淡路大震災 か ら 2年 を 経過 し た今 も，約 4万

人 に お よぶ 被災者 が，神戸市内の 仮設住宅 に お い て 生

活す る事を余儀な くさ れ て い る 。 仮設で の生活が，長

期化す る 中 で ，「仮設住宅 の 住環境 に 起因す る 健康悪

化」，「住民の 新しい コ ミ ュ ニ テ ィ へ の 適応不全 に よ る

精神的ス トレ ス 」， さ らに は ， 「仮設住宅で の孤独死」

等 が，問題視 さ れ る に 至 っ た 。 こ れ ら に 対 して ，神戸

市は，全戸を対象に緊急 ア ン ケ
ー

トを実施 （1996年12

月） し，仮設居住者 の 健康状態の 把握 に の りだ した 。

しか し， 調査 自体は ， 行政的対応を必要と す る居住者

の 全般的な 問題点の 明確化を 目的と して い るた め，被

災者側の 視点 に立 っ て，健康障害 とそ の 背景 に あ る も

の を個別的 に 掘 り下 げ て，把握す る もの と は な っ て い

な い
。

　今回の わ れ わ れ の調査 は ， そ う した神戸市 の 調査 と

相補的な関係 に た ち，被災者 の 側 か ら，仮設 に 暮 らす

人々 の 健康状況およ び生活上 の ス ト レ ス を把握 し，そ

こ で 機能 して い るサ ポー
ト シ ス テ ム の 実態を 調査す る

こ と を ね らい と して い る。 以下，本稿は，そ の 調査結

果 の 報告 で あ る 。

研究方法

わ れ わ れ は ， 本調査 と は別に ボ ラ ン テ ィ ア と して
，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 中央

区港島 に 建設 さ れ た ポートア イ ラ ン ド第 5 ・第 6仮設

に暮らす被災者を対象に ， 健康相談 と訪問看護活動を

昨年 12月 よ り開始 した 。 中央区の 仮設住宅 は神戸市全

体 か らみ れ ば 3番 目に世帯数 の 多 い 仮設地区 で あ る。

本仮設地区の住宅 は， IK の 単身者用仮設住宅で あり，

1世帯あ た りの 世帯人数 は 第 5 仮設 が 1，5人，第 6仮

設 が 1．4人 で あ る。高齢化率 は12．0〜12．3％ で あ り，第

5次募集で入居 した中壮年層の単身者が多 く， 逆 に ，

行政 の 目の 届 き に くい 地 区 と な っ て い る 。 ボ ラ ン テ ィ

ア で 入 っ た こ の ような地区を対象として，われわれは

以下の よ うな 聞き取 り調査を行 っ た 。

1 ）調査地区 ： 神戸市中央区港島

　　　第 5仮設 430戸 平成 8年 3月24日開設

　　　第 6仮設　800戸　平成 8年 1月21日開設

2）調査期間 ：平成 8年12月23日 〜 平成 9年 2月 2 日

　有職者もい るこ とか ら，休日も含め て 10時〜16時に

訪問 した 。

3）調査方法 ： 年齢や健康 ・ 不健康を 問 わ ず ラ ン ダ ム

に戸別訪問 し，研究 の 趣 旨に 同意 の 得 られた人 に対 し

て ，一人15〜90分をか け て 聞き取り調査を実施し た 。

4 ）調査内容

（1）健康状態に つ い て

  身体症状 ： ス ト レ ス 関連疾患

　聞 き取り調査時に お け る被災者の 健康状態 にっ い て，

ス トレ ス 関連疾患 を中心 と した身体症状を 聞 く。

  ア ル コ
ール 依存症 に つ い て
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　基準 （
一

日 3合以上，週 5 日以上）に従い予備群を

ス ク リ
ーニ ン グする 。

  うつ 状態 に つ い て

質問内容がわか りやす く，か っ 項 目数 が比較的少な

い 東邦大式 うっ 病の 自己評価尺度を活用 した 。 項 目数

は 18で，い い え，と き ど き，しば しば，つ ね に の 4段

階で回答す る 。 東邦大 ス ケ
ー

ル に よ れ ば，16点以 上 は

軽 うっ 状態を疑え る群， 10点以下は問題 な し群，11〜

15点 は ボ
ー

ダ
ー

を示す 。

  PTSD （心的外傷後 ス ト レ ス 障害） に つ い て

　 DMS −IVを 参考にWHO 精神保健部が 開発 した 治

療 に必要なPTSD発見 の た め の ス ク リ
ーニ ン グ票を活

用 した 。 そ の ス ク リーニ ン グ票の 中 に は   震災後思

い 出す ，   再体験，  重要な事や人 に無関心   不眠 ・

集中力の 低下，   心配 ・警戒 とい う 5項 目が あ り， 2

っ 以上ハ イ が あれ ば， PTSD の 徴候があ る こ とを示す。

（2） ス ト レ ス に つ い て

　仮設住宅 に暮 らす被災者の 全般的な生活 ス ト レ ス が

把握 で きる よ うに，植村ら （1979）が 開発し た 「社会

的 ス ト レ ス 尺度 の 下位尺度名称と項目」を参考に して ，

毎日の 社会的 ス ト レ ス が 包括的に概観で きる項 目を検

討 した。
そ の 結果，  住環境，  日常生活 ，   社会生

活，   職業生活，   家族生活 の 5項 目に つ い て 具体的

に聞 くこ とに した 。

　（3） ソ ーシ ャ ル サ ポー
トに っ い て

　 ソ
ーシ ャ ル サ ポートは，House （1981） の ソ

ー
シ ャ

ル ・サ ポ ートの 概念を参考に
， 援助源 （家族，友人 。

知人，隣人，自治会，行政，専門家，そ の 他）別に ，

認知されたサ ポートの 程度を，か な り，まあまあ，あ

まりな い，全 くな い の 4段階で 回答して もら っ た 。 そ

の 具体的 な援助内容 に つ い て も聞き，そ の 後Houseの

ソ
ー

シ ャ ル ・サ ポートの 定義に従い
，   情緒 的援助，

  評価的援助，  情報援助，  道具的援助に区別 して

分類 して い っ た。

5）分析方法 ： デ ータ分析は， 統計パ
ッ ケ ージHALB

AU を用い ，単純集計 お よ び項 目間 の 関連 を み る た め

の ク ロ ス 集計を行 っ た。

結　 　果

　本調査 の サ ン プル 数62は，第 5 。 第 6仮設に生活す

る被災者の ほん の
一

部 に過 ぎな い 。 数的な把握は，神

戸市調査 の 結果 を待っ こ と に して，以下 で は，聞 き取

り調査で あきらか と な っ た一人一人の 被災者の 訴 え を

大切に しっ っ
， 調査内容別 に 単純集計 し，そ の 結果と

具体的な内容を示す こ と とす る 。

1）対象 の 特性 （表 1〜 6）

表 1　対象者の年齢 お よ ぴ 性別 　 ＊ 有効標本数62

年 齢 男　性 女　性 全　体

20〜291 （1．6％） 0 （0．0％） 1 （L6％）

30〜390 （0．0％ ） 0 （0．0％ ） 0 （0．0％）

40〜497 （1L3％） 2 （3．2％） 9 （14．5％ ）

50〜5911 （17．7％） 10 （16ユ％ ） 21 （33．9％）

60〜6910 （16．1％ ） 9 （14．5％） 18 （29，0％）

70〜793 （4，8％） 3 （4．8％） 7 （11，3％）

80〜 3 （4．8％） 3 （4，8％） 6 （9．7％）

合　計 35 （56，5％ ） 27 （43，5％） 62 （100．0％）

平均値＝・59．4歳 （最 高 ；85歳 　最 低 ：26歳）

表 2　同居家族の 有無　　＊ 有効標 本数 62

同居家族 第 5仮設 第 6仮 設 全 　 体

あ　 　 り 15 （50．0％） 8 （25．0％ ） 23 （37．1％）

単　　身 15 （50．0％） 24 （75．0％） 39 （62．9％）

合　　計 30 （100％） 32 （100％） 62 （100、0％）

表 3　現在の 職業の 有無 　　＊ 有効 標本 数62

職 　 　業 第 5仮設 第 6仮 設 全 　 　体

あ　 　 り 8 （26．7％） 12 （37．5％） 20 （323％）

な　　 し 22 （73．3％） 20 （62．5％） 42 （67，7％）

合　　計 30 （100％） 32 （100％） 62 （100．0％）

表 4　家屋 の 被 災状 況　　＊ 有効標本 数62

被災 状況 第 5仮設 第 6仮設 全 　 体

全壊・全焼 28 （93．3％ ） 31 （96．9％ ） 59 （95．2％）

半壊。半焼 2 （6．7％） 1 （3，1％） 3 （4．8％）

合　 計 30 （100％） 32 （100％） 62 （100．0％）

表 5　 人 的被害　　＊有効標本数61

人的 被害 第 5仮設 第 6仮設 全 　 　体

身内に負傷
・死 亡 2 （6．9％） 3 （9，4％） 5 （8，2％）

負傷者の み 6 （20．7％） 1 （3．1％） 7 （11．5％）

な し 21 （72．4％ ）28 （87．5％）49 （80，3％）

合　　計 29 （100％） 32 （100％） 61 （100．0％）

表 6　今後の 見通 し　　 ＊ 有効 標本数 62

見通 の 有無 第 5仮設 第 6仮設 全 　 体

＊ な　　 し 26 （86．7％ ） 31 （96．9％） 57 （91．9％）

＊ ＊ あ　　り 4 （ユ3．3％） 1（3．1％） 5 （8．1％）

合　　計 30 （100％） 32 （100％） 62 （100，0％ ）

　＊ 見通 しな し群 ：公営住宅の抽選ま ち状態，7 〜8万 の 家

　　　　　　　 賃を払え ない か らで れ な い ，県営 が あた っ

　　　　　　　 たが 敷金を払 うお 金が な く保証人もい な い

　 　 　 　 　 　 　 の で権 利 を放棄 した，当た らな い か ら申請

　 　 　 　 　 　 　 して い ない，こ こに い た い

＊ ＊ 見通しあり群 ：1998年に マ ン シ ョ ン 購入予定，3月 に県

　　　　　　　 営住 宅 に 入 居予定，建築 中，建て 直 し中

　前述 したよ うに，単身者用仮設住宅地区で あ るた め ，

調査 に 応じて くれ た方は ， 50〜60歳代 の 単身者が 多 く，
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サ ン プ ル 全 体 の 約 6 割 を 越 え て い る 。 し か も，現在

無職の 人が42人で，全体の 約68％を占め て い る。 また

調査対象 の 95％ に あ た る59人 の 被災者 は，家屋を全壊

も し くは 全 焼 して い る 。 身内 に 負傷者 と死 亡 者 を 出 し

た が 5人 と，負傷者 の み の 7人 で，約20％の 人が 人的

被害を被 っ て い る。 具体的 に は震災時，母親 が 圧死，

本人 は35時間後 に救出 さ れ 重症 を お っ た ケース や，母

親が死亡 しそ の 後長男は急性 ア ル コ
ー

ル 中毒と な り，

肝不全で半年後に 死亡 した ケ ース などがあ っ た 。

　今後の 見通 しの あ る人は，わ ず か 5 人の 8，1％ に す

ぎな い 。 大半 の 人は公営住宅 を 申 し込み抽選 まちで

「は っ き し しな い」群と，当 た ら な い の で 申請を して

い な い，あ るい は当た っ て も敷金 を払え な い とか保証

人 が い な い の で 申請を差 し控え て い ると い う 「見通 し

な し」 群 で あ る。そ の 中 に は，仮設住宅で い い か ら こ

こ に居た い とい う人も， 少な か らずい た 。

2）健康状態

（1）疾患 に っ い て （表 7）

所 の 全 戸調査 か ら も同様 の 結果 が あ り，彼 らは 「早急

要対応者」 と して ピ ッ ク ア ッ プ さ れた 。 中央区は市内

で は 3 番目に そ の 数 が 多 く，115人 と な っ て い る。

　 そ の 他 の 中に は，膝痛，肩痛，股関節痛，歯痛，白

内障，糖尿病性網膜炎 貧血 甲状腺 の障害，ノ イ ロ
ー

ゼ，うっ 状態 な ど が含 まれ て い る 。 精神的 な 問題を抱

え て い る ケース は，震災後経済的 に なか な か 自立で き

ず，家族内や親族間 の ス ト レ ス が 引き金とな り，身体

症状とな っ て現れて い る もの で あ っ た
。

（2） ア ル コ
ール 依存症　 （表 8 −1，表 8 −2）

表 8・1　 飲酒 の 傾 向　 　＊ 有効 標本数62
飲 　酒 第 5仮設 第 6 仮設 全　　体

殆 ど毎 日 4 （13．3％ ） 9 （28．1％ ） 13 （2LO ％ ）

ときど き 2 （6．7％） 1 （3．1％） 3 （4，8％）

た まに 5 （16，7％） 6 （18．8％） 11 （17．7％）

飲 まない 19 （63．3％） 16 （50，0％〉 35 （56．5％）

合　計 30 （100％） 32 （100％） 62 （100，0％）

　 　 　 　 　 　 　 表 8・2　 飲 酒量

（表 8・1 の 回 答で 殆 ど毎 日，と き ど き と答えた 16人 中）

表 7　 疾患 の 有無 （全体 ）　　 ＊ 有効標 本数62 飲　酒 第 5仮設 第 6仮設 全 　　体

i
呼吸 血圧 心臓 脳卒 胃腸 肝臓 糖尿 腰痛 頭痛 排尿 蕁麻疹 他

2合まで 4 （66．7％） 6 （60．0％） 10（62，5％）

あ り 1018415 正2524540223 合以上 2 （33．3％） 4 （40．0％） 6 （37．5％）

な しi524458615750573857586240 合 　 　計 6 （100％） 10（100％） 16 （100．0％）

合計 62622626262526262626262 　　 627
，I　r 　　Fr ん 博 冫 メ γ 伍 口 qADJ ト静

・
厭1「十 ス 八 1一ト

　聞 き取 り調査時，何 らか の 原因 で 不健康状態 に あ る

人 が 82．3％もい る。 訴え の 多い 順 に
， 腰痛24人 （約39

％），そ の 他22入 （約36％），血圧 18人 （29％），肝臓

12人 （約20％），呼吸器 18人 （約 16％） で あ る 。

　具 体的 に，そ の 疾患 や 症状 の 内容をみ る と，腰痛 と

回答 した 人 は，家屋倒壊時に 腰 を打撲 した事例や，震

災後 の 片づ け 時 に 腰痛 を引き起 こ した 事例が多 い 。 ま

た震災後 ， 血圧の 変動が激 し くな っ た 人や，高血圧が

悪化 した人 ， そ の 高血圧 の 悪化に と もな い 頭痛を訴え

る 入 も少 な か らず い る。 肝硬変 と回答 し た人 が 5人 も

あり，そ の 中に は食道静脈瘤破裂 で 入院治療 し現在通

院中の 50代女性 もい る 。

　全 般的 に，以 前 か ら合併症 を持 っ た 人 が，震災 に よ

り受診行動 が とれ ず悪化 して い る事例や，経済的 に 困

窮して い る た め に受診 で きな い か ある い は控えて い る

事例 が 多 く，そ うした 殆どの 人 は 中壮年層 で あ る 。 高

齢者は公的支援が あ り受診行動をとりや す い が，む し

ろ問題 な の は，職 に も就けず，公的支援に 乏 し く，身

体的 ・精神的 ・経済的 な問題 を 抱 え た こ う した 中壮年

層で あ り ， 彼 らが 行政 の 網の 目か ら落 ちて い る 。 保健

　 ア ル コ ール をほ とん と毎日 3合以上飲酒す る人 は，

6人 で 全体の 約9，7％ で あ る 。 震災後 ， 経済的に 困窮

し
，

や む な く断酒 した 群 と，震災以降徐 々 に ア ル コ
ー

ル の 量が増え 徹底的 に飲酒を しは じめ た群とに別れ る。

特 に 第6仮設 は，ミ ニ ス ーパ ーや 屋台が あり，ア ル コ ー

ル を手に 入れ や す い 環境 に あ る 。 また そ こ で よ く売 れ

る の は酒 ・タバ コ とい う店か らの情報もあ る。 ア ル コ ー

ル を飲まな い 人 か らは，泥酔者 に ガ ラ ス 戸を壊 され た

り，被害を被 っ た人 もい る。

（3）うつ 状態　 （表 9）

　　　　 表 9　 う つ に つ い て　　＊ 有効標本数 54

うつ の 合言 第 5仮設　　　第 6仮設 全　 　体

10点以下 15 （57，7％） 17 （60．7％） 32 （59．2％）

11〜15点 5 （19，2％） 6 （21．4％） 11 （20．4％）

16点以上 6 （23，1％） 5 （17．9％） 11 （20．4％）

合　 　計 26 （100％） 28 （100％） 54 （100．0％）

　本調査で は，10点以下 と い う問題な し群が 32人と全

体 の 約60％ で あ っ たが，16点以上 の 軽 うっ 状態 の 人が

約20％ もあ っ た 。 ま た 11〜 15点の ボ ーダーの 人 も同様

に 約20％も占め て い た 。 ま た うっ 状態を 示す 人 は複数

の 身体的症状を訴 え て い る傾向がある 。
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（4）　PTSD 　 （表10）

表10　 PTSD に つ いて 　　＊ 有効標本数28

PTSD 第 5仮設 第 6仮設 全 　 体

0〜1 2 （15，4％） 10 （66．7％） 12 （42．9％）

2 っ 以 上 11 （84．6％ ） 5 （33．3％） 16 （57．1％）

合　 計 15 （100％） 15 （100％） 28 （100．0％）

　聞き取 り調査中， PTSD を危惧す る28人だ け を対

象 に ア ン ケ ー
ト した た め，そ の 中の 16人 （本調査全体

か らみれば30％） に PTSD の 徴候があ る こ とがわか っ

た 。 こ れ は非常に 高率で あ り， 震災後心 の ケ ア を 必要

と して い る人が 多 い とい うこ と を示 して い る。 死 ん だ

人が繰 り返 し夢 に で て くる，音 に敏感 に な り特 に 夜中

は び っ くりして 目が覚め る，地震速報 （兵庫県以外 で

も）が で るだ けで イ ラ イ ラ して くる，風 の 音 に もび っ

くりするなど，震災が心 の しこ りとな っ て い る こ とが

わ か る。 今回 の 調査は非常 に 恣意的な もの とな っ て い

る た め，今後再検討 し，調査 して い く つ も り で あ る 。

しか しなが ら ， 昨年10月に兵庫県 が実施した健康調査

（兵庫県 が 神戸市を除い た10市 3町の 仮設入居者約9000

人を対象 とした調査で ，PTSD の 徴候は 33％ で あ っ

た ） に お い て も，本調査 と同様 の 結果を得 て い る 。

3） ス ト レ ス に つ い て

（1）一番の ス ト レ ス と は何か

　仮設生活 の 中 で
一

番 の ス ト レ ス とは何かを聞く こ と

に よ っ て ， 日頃抱え て い る精神的 ・ 身体的負担が わ か

り，あ る程度優先度の高い ス ト レ ス が わ か っ て くる。

その 結果，一
番の ス ト レ ス として挙げ られた もの の中

で 最 も多か 6 た の は ， 第 5 ・ 第 6仮設 と も住環境 （狭

さ，生活音，寒暖 な ど） で ある。 次 に 多か っ たの は ，

日常生活で ， 特に交通の便が悪く，交通費が か さむと

い う こ とを仮設生活の 中で 負担に 感じて い た 。 第 3 番

目に は，職 さが し，給料 の 安 さ，パ ートの 身分，仕事

に 行 く気に な れ な い 等の 職業生活 に っ い て で あ っ た 。

そ の 他の 中に は，一人な の で 寂し い，直接話しをす る

人がい ない の で気が変 に な る ， 急 に倒れ た時に ど うな

る の か不安で あ る と い う意見が あ っ た 。 っ ぎ に 5 っ の

項目に つ い て ，ス ト レ ス の 内容を具体的 に聞 い た 。

（2）住環境に つ い て

　住環境 に 対す る ス トレ ス が一
番多 か っ た こ とで もわ

か る よ うに ， 仮設 の 住環境 に つ い て は多 くの 問題が存

在す る 。 入居当初よ り住宅供給公社は入居者か らの 苦

情を うけつ け改善して きた （平成 7年12月まで に 把握

されて い る件数 は神戸市全体 で 17．174件 ：住宅供給公

社調べ ）。 現時点で は，土地 の 造成をせ ず に 建て た こ

とに 起因 した苦情が多 く， 対処 に苦慮 して い る と い う

こ とで あ っ た 。

　苦情 の 第
一

は音 に関するもの で，そ の 大半 は 自衛す

る こ とが非常に難 しい もの で あ る 。 日本の よ うな 長屋

型仮設 は，一
度 に 多 くの 人 々 を 収容す る に は 適 して い

る 。 しか しな が ら，非常 に薄 い 壁 で仕切 られ て い るた

め
，

ス イ ッ チ を入れ る音，ドア の 開閉，足音とい う生

活音さ え聞こ え て くる た め，プ ラ イバ シ ーが侵害 され

るとい う大 きな欠陥があ る 。 ま た調査地区は ， 遊園地

が隣接して お り，
ジ ェッ トコ ー

ス タ
ー

の 作動音や叫 び

声 な どが 開園時間中聞 こ え ，湾岸道路 で は ト ラ ッ クの

往来の 音， 湾岸埋 めた て 工事の た め の掘削器の音が夜

11時 く らい まで 聞 こ え る こ とが あ る 。

　次に 暑さ寒さの 厳 しさを訴え る 人が多い
。 その た め，

自衛手段をとれ る人は エ ア コ ン を活用 し，す きま風対

策 も行 っ て い る 。 しか しな が ら， 経済的に困窮 して い

る入 は電気代節約 の た め ， 暖房器具を使わ ず （光熱費

は個人負担）我慢して お り，家 の 中に い て も外気温 と

同 じ と答 え る 人 もい た。

　構造上 の 狭さ を訴え る人は，単身者用 の 住宅 で ある

に もか か わらず，家族 で 入居せざ るを え なか っ た 人 た

ちで あ っ た。

　回答者の中に は，仮設 な の だ か ら完全を求 め るの は

間違 い で あ る ， 仮の もの で あり言え ばきりが な い ，あ

れ こ れと言うこ と自体に 無理 が あ る，住め ば都で 慣れ

た ， 我慢の 範囲 とい う人たちもい る 。

（3）日常生活に つ い て

　日常生活の 中で は，特に 交通面 で の 不便 が ス ト レ ス

とな っ て い る人が最も多か っ た 。 元の住 ま い の 病院

（命 の 恩人 の い る） に 通院す る た め，交通費が か か る
，

ミ ニ ス
ーパ ー

で は買 い た い 物が 揃 わな い の で 三 宮 まで

行 くの に 交通費がかか る ， 足が不自由な た め移動が 困

難等 の 理由 で ， 交通手段の 少な さ ・ 難 しさ と交通費の

高さ と を負担に 感 じて い る 。

　また男性単身者の 多 くは ， 食事が つ くれ な い，惣菜

を買 う所もな い ，外食す る 場所 もな い と い う以前 とは

異 な る条件 の 中で 生活す る こ とを余儀なくされて い た 。

健康問題を抱え て い れ ば ， 食事療法を実行す る こ とは

なお さ ら困難で あ る 。 そ の た め，配食サ
ービ ス や週 1

回 の ボ ラ ン テ ィ ア 買 い 物等を希望する人 も少なか らず

い た。

　入浴 ・トイ レ に 関 して は，ユ ニ
ッ トバ ス 方式 な の で
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所に は風呂が な く自由に使えるの で便利 とい う人もい

る。

（4）社会生活

　仮設住宅 に お ける社会 を仮 の 社会 と捉 え，挨拶程度

で 人間関係を積極的に築 こ う と して い な い 人 が殆ど で

あ っ た 。 しか し一部の人は，数軒の人と声か け あ っ た

り夕食を共 に した り して い る 。 自治会活動 に して も，

熱心 に 参加す る人 と そ うで な い 人 とが は っ きりと二 分

して い る 。

（5）職業生活

　震災前 と同
一

の 職場 に 勤 め て い る 人 は ，仲間の 支援

もあり職場に ス F レ ス を感じて い る人 は い ない
。 しか

しな が ら，震災後，職を失 い 仕事 の 目途 が っ か な い ，

仕事が変わ り給料が安く な っ た ，
パ ートとな り不安定

な生活等の 精神的負担を感じて い る人もい る 。

　ま た そ う した新た な職場の 人か ら 「仮設は た だ だか

ら〜」 と仮設 に 住ん で い る こ と に よ っ て イ ジメ に あ っ

て い る ケース が 1件あ っ た 。

（6）家族生活

　調査時点で
一緒 に 暮ら して い る夫婦 に つ い て は，お

互 い に助け合 っ て震災を乗り切 っ た こ とに よ り，以 前

よ り関係が 良 くな っ て い る ケ
ー

ス が 多 い 。 問題 を 抱 え

た夫婦 は，震災後比較的早 く離婚 （平成 7年 1月）し

て い た 。

　また 親子関係 に つ い て は，息子が
一

緒 に 暮 らす こ と

を嫌 っ て 喧嘩が絶え ず ス トレ ス と感 じる ケ
ー

ス ，娘 に

働 く意欲が な く親子 と もに 求職活動が で きず生活が不

安定な こ とをス ト レ ス に 感 じる ケ
ー

ス， 1K に 家族 3

人で 暮 らす と い う物理 的な困難を訴え る ケ ース
， 50代

の 娘が80代 の 母親 の 世話 に 疲れて い るケ
ー

ス 等，複雑

な様相を 呈 して い る 。 仮設住宅 に高齢化社会 の 縮図を

もみ る こ とが で き る 。

　ま た一緒に震災を体験した動物を可愛が る こ とに よ っ

て ，近所付き合い が な くて も心が和ん で い る とい う人

もい た 。 そ う した 人 に と っ て，動物 の 鳴き声 が 近所 に

迷惑をか け る の で はな い か と心配 の 種 で あ った り，条

件を ク リア する恒久住宅へ の転居が難しくなるとい う

問題 も生じて くる 。

4 ）認知 され た サ ポ ー トの 程度 に つ い て 　 （表 11）

ソ
ーシ ャ ル サ ポート，すなわ ちあ る人を取り巻 く重要

他者 （家族，友人，同僚，専門家な ど） か ら得られ る

さ ま ざ ま な形 の 援助 （support ） は， そ の 人 の 健康維

仮設住 宅 に 暮 らす被災 者 の ス ト レ ス と健康状態 　　67

持 ・増進 に 重大 な 役割を果 た す。 ソ ーシ ャ ル サ ポ ー ト

に は ス トレ ス の 影響 を緩和する効果があると， 多くの

研究者に よ っ て ， 提唱 さ れ て い る　（Cobb，1976 ；

Dean ＆ Lin，1977 ；久保，1987 ；Wilcox ，1981）。

　全般的 に ソ
ー

シ ャ ル サ ポー
トに 関 して 言えば，震災

当時 に は，家族 ・友人 ・知人を通 して 物心 両面の サ ポー

トを受けて い た が，現時点に お け る認知さ れ た サ ポー

トの 量 は激減 して い る 。
っ ま り，仮設住宅 で の 生活が

長期化す る中で 被災者の 自立を期待され て い る こ とが

わか る。 以下 ， 援助源 （家族， 友人 ・知人 ， 隣人，自

治会， 行政 ， 専門家， そ の 他）別 に ， 認知され た サ ポー

トの 程度 とそ の 具体的 な 援助内容 に っ い て み て い く。

表 11 認知 され た サ ポートの 程 度 （全体 ）　 　 ＊ 有効 標本数 62

援 助 源 全 くない あ ま りな い　　ま あ ま あ　　かな りあ る

家　　族 30 （48，4％ ） 5　（　8，1％）18　（29．0％ ）　9　（14．5％ ）

友人・知人 22 （35．5％ ） 7　（11．3％）21　（33，9％ ）12　（19，4％）

隣　　 人 34 （54．8％ ）10　（16．1％）13　（21．0％ ）　5　（
「
8．1％）

自 治 会 20 （32．3％ ）22　（35．5％ ）　15　（24．2％ ）　5　（　8．1％ ）

ボラ ン テ ィ ア 25 （40．3％ ）18　（29．0％）　14　（22，6％ ）　5　（　8，1％）

行　 　 政 23 （37．7％）26　（42．6％）　8　（13，1％ ）　4　（　6．6％）

専 門 家 40 （64．5％）15　（24．2％）　5　（　8．1％ ）　2　（　3．2％）

そ　の 他 38 （64，4％ ）15　（25．4％）　3　（　5．1％）　3　（　5．1％ ）

（1）家族の 援助

　家族 の 援助 で ま あ ま あ，か な り と答え た人 の 多 くは，

電話や訪問に よ る情緒的サ ポートを受けて い た り，金

銭を含めて物資等の 道具的な サ ポ ートを受けて い た 。

具体的 に は，将来 の 生 活 に 対す る相談事を した り， 病

気 の 時 の 世話を うけて い た 。 「お じい ち ゃ ん は
一

人 で

は な い」 とい う孫の 電話に勇気づ け られ た り， 子ども

が 気持ち の 支え に な っ て ス ト レ ス の 多 い 仮設で の 生活

を支援 して い る 。

（2）友人 ・ 知人 の 援助

　友人 ・知人の 援助で まあまあ，か な り と答え た人 の

多 く は，家族が 疎遠 に な っ て さ え も，友人がわざわざ

仮設 に遊 びに 来 て くれ る と感謝 し，悩 み 事 の 相談 を す

る ケ ー
ス もあ っ た 。 逆 に 仮設に 移 っ て ， 別れ別れに な っ

て 以来会 っ て い な い 人もい る 。

（3）隣人 の 援助

　仮設地域に おい て隣人との 関係は，約70％が挨拶程

度で して い な い
。 近所付き合 い をすれば毎 日が喧嘩 に

な る と い う人 も い た 。 逆 に，病院へ の 付き添 い を して

もら っ たり，洗濯 の 取 り込みを頼ん だ り，食事を共 に

した りと い う よ うな深 い 付き合い を して い る人 もい る。

（4） 自治会の 援助
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　行政は， ふれあ い を通 じて心身 の ケ ア を行 い ，高齢

者の 自立を支援す る と共 に コ ミ ュ ニ テ ィ
ー形成 や ボ ラ

ン テ ィ ア 活動をする こ とを目的と して ，仮設住宅50〜

100戸以上を対象 に ふ れあ い セ ン タ
ー

を建設 した 。 第

5仮設に は ， ふ れ あい セ ン ターが 1カ所あ り，月額100

円 の 自治会費を集め，毎月の 誕生会や夜警な ど自治会

活動を行 っ て い る 。 第 6仮設は ， 第 5仮設に 比べ て 倍

の 戸数で あ る に もか か わ か ず， 1 ヵ所の ふ れ あ い セ ン

ターしかな い 。 しかも問題発生後，役員 の 総入れ替 え

が あり， 混沌とした中で ふ れあい セ ン ターを運営して

い る 。 第 5 ・第 6仮設 と も，役員と そ うで な い 人 との

交流 は少な い
。

ふ れあ い セ ン タ
ー

に は，催 し物等 の 開

催や各種公的補助の 申請書類等が 置 い て あり， そ こ は

情報源と して の 役割を もっ て い る 。 米な ど の 物資の 配

給や炊き出し等の道具的援助と， 情報援助として の 自

治会組織の 姿が浮か び上 が っ た 。 しか し約78％ の 人は，

自治会の 援助が 4段階ス ケ ール で 全 くな し，あまりな

し と回答 した 。

（5） ボ ラ ン テ ィ ア の 援助

　第 5 ・第 6仮設は ， 1〜2 の 団体 （中央区社会福祉

協議会の ふ れ あ い 訪問員 ，
ビ ハ ーラ 岐阜の 友愛訪問）

を除い て ，ボ ラ ン テ ィ ア 組織が継続的に かかわ っ て は

い な い 。 またふ れあい 訪問員 は専門職 で な い た め，健

康問題 を抱え た ケ ース へ の 対応が困難で あ る 。

　聞 き取り調査時，年末と い う時宜をえ らん だ道具的

援助 として，某大手企業 に よる電球交換や，大掃除 の

手伝 い
， す き ま 風対策用 テ

ープ の 配 布と い う道 具 的 サ

ポー
トに 対 して，住民 は感謝 して い た 。

（6 ）行政 の 援助

　仮設 に入居 さ せ て も ら っ て い るの で ，か な りの 援助

を受 けて い る と感 じて い る人 もい る 。 しか しな が ら ，

義援金を一時的に くれ た の み で行政か ら は援助を期待

して い な い と か，言い た くな い とか，言 っ て も仕方が

ない ，型 に はま っ た対応なの で あきらめ て い るとい う

人が殆どで ある。 また震災で 負傷 して 以来， 重い物が

持 て な くな り職を失 い ，医療費も震災 の 年で 無償提供

は打ち切りとな っ て い る こ とに対 して理不尽さ を感 じ

て い る人 もい た 。 行政 に は 金銭 ・物資 に わ た る道具的

な援助 とともに，も っ と個別 の 対応を して欲しい とい

う意見もあ っ た 。

（7）専門家の援助

　聞き取 り調査 の 結果，第 5 ・第 6 仮設 で 活動 して い

る専門職は ， 保健婦の み で あ っ た 。 心 の ケ ア セ ン ター

の 出張所が第 2 仮設に設置され て は い るが ， 徒歩で も

約30分 の 距離 が あ り自分 か ら出向 く人 も い な い
。 保健

婦に よる週 1回の 訪問を楽 しみ に されて い るケ
ー

ス も

あり，そ う した保健婦 の 訪問活動と申請に よ り ， 50代

で あ りなが ら電動ベ ッ ドを借りる こ とが で きた人もい

た 。 しか し認知さ れた サ ポートの 程度は全 くない，あ

まりな い と回答 したもの が 約89％ に もの ぼ る 。

（8）そ の 他の 援助

　少数 で は あ るが ， 信仰 に よ っ て 支え られ ， 信仰上 の

友人 と月例会 で 会 うこ とに よ っ て ，か な りの 情緒的 な

サ ポ ートを得て い た。

（9）今後期待す る援助

　これ か ら期待する援助と して切実に訴え られた の は ，

まず恒久住宅の 確保で あり， そ の た め の 資金 （引越や

家具 ・電気製品類 の 整備） と将来安定 した生活を送る

た め の 職場の 確保で あ る 。 ま た，落ちつ く先で何か あ

ると来 て くれる環境を つ くりた い ，巡回 サ ービ ス を定

期的に して欲しい
， 病気の 時の サ ポ ートが あればなど

と希望す る人が 6 人もい た 。

むすび にかえ て

　本調査の 結果 ， 健康で ある もの は わ ずか 2割にすぎ

ず ， 8割以上 の 人 に 何らか の 健康問題 が あ っ た 。 震災

後，症状が悪化 した ケース が 比較的多く，そ う した殆

どの 人 は失業中の 公的支援 に 乏 しい 中壮年層で あ っ た 。

第 5次募集 ま で 待 た され て い た 高齢者 は，公的支援 も

あり，相対的に健康で 自立 して い た 。 む しろ問題な の

は，種 々 の 問題を抱えた 単身 の 中壮年層 で あり，こ う

した現状が第 5 ・ 第 6 仮設の 特徴とい え よ う。 ま た P

TSD の 徴候が あ る人や軽うっ 状態の人が比較的多い

に もかかわ らず ， そ うした人 た ちの 多くは受診行動を

と っ て い な い
。 選択す る余地 なく決定 した仮設住宅 に

入居 し，プ ライ バ シ
ー

の な い 生活 を強 い られて い る被

災者の抱え て い る ス トレ ス は個人に よ っ て非常に異な

る けれ ど も，広範囲 に わた っ て い る 。 震災か ら 2年を

経た現在， 震災当時に比較すれば サ ポー
ト源が少な く，

サ ポート量 も激減 して い る 。 今後転出が 進 み仮設 の 統

廃合が すす め ば，近隣関係 も持ち に くくなり，健康障

害 を抱えた単身者 で，しか も行政 の 目の 届 か な い 中壮

年層の 被災者が，ますます孤独 して い くこ とが予測 さ

れ る 。 支 え られ て い る安心 を保証す る こ とや ， 個々 の

ニ ーズ に 対応 して い くこ とが， こ うした仮設地区 に は
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求め られ て い る 。 専門職 で あ る看護婦 が ケース に 個別

的に かかわ る こ とに よ っ て ， 心身に障害をもつ 被災者

に 対して ， き め の 細 か い ケ ア が で き る と い え よ う 。 こ

うした 意味 で，わ れ わ れ の 行 っ て い る仮設住宅地域 で

の 看護活動 は，被災者 の 健康状態を ト
ー

タ ル に ケ ア で

き る活動とみ なす こ とが で き， 継続して フ ォ ロ ーして

い け る利点が あ る 。 今後 も仮設住宅看護活動 を 継続す

る こ とに よ っ て，健康問題や ス ト レ ス とサ ポー
トシ ス

テ ム の 変化 を み て い く こ と が で き れ ば と 考え て い る
。

加 え て，本調査結果浮か び上が っ た 中壮年層 に 対す る

ケ ア をどう実践 して い くかが，我 々 の 課題ともな っ た。

厳寒の 折，本調査 に快 くご協力 い た だ い た第 5 ・第

6仮設 の 方 々 に 深 く感謝 しつ っ ，本報告を終える。

　本研究の
一
部は ， 平成 8年度神戸市看護大学共同研

究費の 助成 を受 け た もの で あ る。
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